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第１章 福祉避難所の概要 

１ このマニュアルの位置づけ 

 三田市では、災害対策基本法（以下「法」という。以下同じ。）の改正に伴い指定福祉

避難所（5 か所）の受入対象者などの整備を行い、市民の皆様に広く周知を行っていま

す。「三田市福祉避難所運営マニュアル（以下「マニュアル」という。）」は、福祉避難

所での避難者の受入体制の整備や運営体制等を明らかにするものです。 

三田市地域防災計画の「避難所の開設及び運営」に、避難所の開設が必要な場合、「三

田市避難所運営マニュアル」に基づくことが位置づけられ、この内容に沿って避難所の開

設運営が行われます。このうち、福祉避難所に特有の内容については、本マニュアルに沿

って受入体制や運営体制等を整備していきます。 

 

2 福祉避難所とは 

福祉避難所とは、災害対策基本法施行令（以下「施行令」という。）第 20 条の 6 第

5 号に規定されていますが、要配慮者（主として高齢者、障害のある人、乳幼児その他の

特に配慮を要する者）のための避難所のことであり、一般の避難所では生活することが困

難な要配慮者が、避難所での生活において特別な配慮が受けられるなど、要配慮者の状態

に応じて安心して生活ができる体制が整備された施設です。 

 

3 三田市内の福祉避難所 

三田市では、法第 49 条の 7 に基づき、三田市地域防災計画において、福祉避難所と

して 5 か所（1 か所の総合福祉保健センターと 4 か所の特別支援学校）を指定していま

す。また、三田市と協定を締結し、災害時に要配慮者の受け入れが可能な福祉施設等が

23 か所あります。 
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４ 指定福祉避難所（5 か所） 

総合福祉保健センターは、すべての要配慮者を受け入れる福祉避難所となります。また、

状況により、市指定避難所からの要請を受けて福祉避難所への受け入れる場合もあります。

なお、要配慮者の中には、一見しただけではわからない人（例：内部疾患など）がいるた

め確認が必要です。 

指定福祉避難所の 4 か所の特別支援学校では、三田市在住の在校生、卒業生で市が特定

し、事前調整（平常時に個別避難計画(要支援者一人ひとりに対して、個別に避難場所や避

難経路、避難支援者等を検討し、決定した計画)）を作成し、その際、避難場所として各特

別支援学校を指定）を行った者及びその家族等が受入対象者となります。 

※家族等も受入対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

名 称 所 在 地 受入対象者 

三田市総合福祉保健センター 三田市川除675番地 要配慮者 

三田市立ひまわり特別支援学校

中学部・高等部 
三田市富士が丘3丁目25番地 

在校生、卒業生で

市が特定し、事前

調整を行った者 

三田市立ひまわり特別支援学校

小学部 
三田市富士が丘1丁目12番地 

兵庫県立上野ケ原特別支援学校 三田市大原梅の木1546番地6 

兵庫県立高等特別支援学校 三田市大原梅の木1546番地6 
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５ 市協定福祉避難所（２３か所） 

福祉施設等では、避難行動要支援者（要配慮者のうち、災害時に一人では避難すること

が困難で、避難のために特に支援が必要な人として、市が条例で定めた人。以下「要支援

者」という。）で事前調整（平常時に個別避難計画を作成し、その際、避難場所として各福

祉施設等を指定）を行った者及びその家族等が受入対象者となります。 

 

名      称  所   在   地  電 話 番 号  備 考  

三 田 療 護 園  東本庄 1188 番地 5 6 8 - 2 5 8 8  障 害 者 支 援 施 設  

三 田 楽 寿 荘  東本庄 1188 番地 5 6 8 - 2 6 5 2  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  

三 田 こ ぶ し の 園  東本庄 1188 番地 5 6 8 - 2 6 4 7  障 害 者 支 援 施 設  

医 療 福 祉 セ ン タ
ー  さ く ら  

東本庄 1188 番地 5 6 8 - 4 1 0 3  重 症 心 身 障 害 児 施 設  

愛  東本庄 1188 番地 5 6 8 - 5 3 2 7  介 護 老 人 保 健 施 設  

沢 谷 荘  沢谷 1298 番地 5 6 7 - 2 0 3 0  障 害 者 支 援 施 設  

東 山 荘  四ツ辻７１９番地 1 5 6 8 - 1 9 0 0  障 害 者 支 援 施 設  

三 田 高 原 病 院  下内神 525 番地 1 5 6 7 - 5 5 5 5  医 療 施 設  

三 田 温 泉 病 院  東山 897 番地 2 5 6 8 - 5 5 5 5  医 療 施 設  

三 田 温 泉 シ ル バ
ー ス テ イ  

東山 897 番地 1 5 6 8 - 5 2 6 0  介 護 老 人 保 健 施 設  

ア ル カ デ ィ ア  東本庄 2493 番地 5 6 8 - 5 8 7 9  介 護 老 人 保 健 施 設  

あ い の 病 院  東本庄 2493 番地 5 6 8 - 1 3 5 1  医 療 施 設  

さ ん す い 園  下相野 1460 番地 1 5 6 8 - 1 3 1 4  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  

サ ン ウ エ ス ト  小野 1139 番地 1 5 6 0 - 3 0 7 0  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  

ゼ フ ィ ー ル 三 田  富士が丘 5 丁目 17 番地 3 5 5 9 - 1 8 0 0  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  

小 規 模 多 機 能 型
居 宅 介 護 三 田  

南が丘 1 丁目 51 番 5 号 5 6 2 - 0 2 2 2  
小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護
事 業 所  

小 規 模 多 機 能 型
居 宅 介 護 け や き
の 郷  

けやき台 3 丁目 75-3 5 5 8 - 7 7 3 6  
小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護
事 業 所  

オ ー キ ッ ド  駅前町 3 番 15 号 101 5 5 6 - 7 5 5 7  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  

あ お ぞ ら  大畑字清水 357-1 5 6 0 - 0 5 5 2  
小 規 模 生 活 単 位 型 指 定 短
期 入 所 生 活 介 護 事 業 所  

ひ だ ま り の 家  三輪 2 丁目 1 番 10 号 5 5 3 - 6 3 0 1  グ ル ー プ ホ ー ム  

グ ル ー プ ホ ー ム
三 輪  

三輪 2 丁目 13 番 16 号 5 5 3 - 8 8 2 0  グ ル ー プ ホ ー ム  

ユ ピ テ ル 三 田  三田市中町 7-34 5 6 5 - 2 2 2 0  グ ル ー プ ホ ー ム  

サ ン サ リ テ 三 田  三田市中町 16-3 5 5 6 - 5 8 2 2  特 別 養 護 老 人 ホ ー ム  
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６ 避難行動要支援者とは 

避難行動要支援者とは、要配慮者のうち、災害時に一人では避難することが困難で、避

難のために特に支援が必要な人をいいます。要配慮者の中でも、長期入院中や施設入所中

など、日頃、自宅にいない人は、避難行動要支援者の対象外となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別避難計画は、法改正に伴い、要支援者一人ひとりに対して作成することとし、作成

には優先順位を設定するとしています。三田市では、災害上の危険箇所（土砂災害警戒区

域、洪水浸水想定区域）に居住する要支援者を優先的に作成対象としています。 

７ 個別避難計画の作成と調整 

要介護２〜５ 

要⽀援１〜２または要介護１で、認知症⾼齢者の⽇常⽣活⾃⽴度ランクⅡ〜Ｍ判定 

要⽀援１〜２または要介護１で、障害⾼齢者の⽇常⽣活⾃⽴度ランクＢ〜Ｃ判定 

視覚障害 １〜４級 

聴覚障害 ２・３級 

平衡機能障害 全ての等級 

肢体不⾃由 上肢 １・２級 

肢体不⾃由 下肢 全ての等級 

肢体不⾃由 体幹 全ての等級 

肢体不⾃由 乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害 

ア)上肢機能 １・２級  イ)移動機能 全ての等級 

療育手帳所持者 Ａ判定、Ｂ１判定 

精神障害者保健福祉手帳所持者 １・２級で単身世帯の人 

災害時の避難に不安のある方 

上記の他、⾃ら又は家族・親族及び⽀援関係者から避難行動要⽀援者であるとの申 

し出があった方（ひとり暮らし⾼齢者、⾼齢者のみ世帯、特定疾患、意思疎通が困 
難、妊婦、乳幼児を抱える方） 

要配慮者のうち、災害時に一人では避難することが困難で、避難のために特に⽀援が必要な人 

避難行動要支援者とは

要介護（要⽀援）認定者 

身体障害者手帳所持者 
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第２章 普段からの備え 

市では、福祉避難所の受入側の混乱を防ぐことを目的に、個別避難計画や避難行動要支

援者名簿等に記載された障害のある人や高齢者、乳幼児を連れた家族などを基に、福祉避

難所に避難する対象者の概数の把握に努めます。その際、過去の避難人数、災害上の危険

箇所に居住する方などを参考に概数の把握に努めます。 

 

2 福祉避難所の市民への周知 

市では、災害発生時に要配慮者の支援を円滑に行うため、福祉避難所に関する情報（設

置の目的、設置場所、受入対象者等）を市広報や市ホームページ、ハザードマップさんだ

などの広報物に掲載するなどして、広く市民に周知していきます。 

 

３ 避難訓練等の実施 

市担当者は、要配慮者やその家族などへの支援方法や対応等を理解し、災害発生時に要

配慮者への支援をより多くの人が協力できるように努めます。また、市福祉避難所運営班

や福祉避難所職員が災害時の対応を日頃から確認できるよう、地域団体等や地域住民、福

祉避難所職員など幅広い関係者を対象に、訓練や研修会等を実施します。 

 

４ 社会福祉施設、医療機関等との連携 

災害時には、福祉避難所の利用者の状況変化等に伴い、専門的なケアや医療が必要とな

り、専門的な施設等への緊急入所や医療機関への移送が必要となることが想定されます。

このため、市担当者は、平常時から、福祉避難所と社会福祉施設や医療機関等への連絡調

整の窓口、要請手順について、確認します。また、日頃から警察署や消防署等の災害時の

関係機関となる連絡先についても確認します。 

 

 

 

1 福祉避難所対象者の把握 
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第３章 災害発生時の対応 

市では、災害が発生のおそれが高まった場合には、必要に応じて、高齢者等避難等の避

難情報を発令します。 

その際、市は、広く市民に対して速やかに避難情報や安全確保の周知徹底するため、市

ホームページ、さんだ防災・防犯メール、防災行政無線、テレビ、ラジオなどのあらゆる

手段を通じて、避難情報を発令します。 

◎避難所参集基準 

【地震発生の場合】 

・震度５弱以上の地震が発生したとき、避難者を受け入れるために避難所を開設す

る。 

【風水害の場合】 

・「水防警戒配備Ⅰ」の決定があった時、「高齢者等避難」が発令された場合に備

えて、避難者の受け入れ準備を行う。 

警戒レベル 3「高齢者等避難」が発令された場合が、指定避難所及び福祉

避難所の開設段階です。 

発令された避難情報を確認し、速やかに福祉避難所の開設を行います。 

福祉避難所運営班は、危機管理課へ一度集合し、必要な物資を受け取ってから各避難所

へ向います。その後福祉避難所の施設管理者等の協力を得ながら、福祉避難所の開設にあ

たります。 

なお、福祉避難所の開設期間は、災害救助法の規定に基づき、原則として、災害の発生

の日から 7 日以内としています。 

 

 

 

 

１ 災害発生時の情報発信と福祉避難所の開設 
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※まず行うこと  

開設準備 開設に必要な避難所運営セットを防災倉庫から搬出 

避難所受付の設置 避難者名簿の記入を求め、必要に応じてマットなど物資の配布 

避難スペースの整理 要配慮者、地域ごとに避難者を誘導・整理 

連絡手段の確保（地震時のみ） 電話・防災行政無線の確保 

負傷者・病人への対応 
けが人等や救護の必要な人の確認、必要に応じて災害対策本部

に連絡 

要配慮者への対応 専用スペースの確保 必要支援の聞き取り 

トイレの確保（地震時のみ） トイレの状況確認及び簡易トイレの設置 

ペット連れ避難者への対応 飼育スペースの確保（ピロティ等屋根のある場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 災害発生から避難所閉鎖までの動き 

(1)避難所への参集 

(2)避難所開設準備（安全点検など） 

(3)避難所開設 

(6)災害対策本部への報告 

(4)避難者名簿の作成 

(5) 帰宅困難者対策 

(風水害など一時避難の場合) (7)避難所の閉鎖 

※避難所⽴て看板の設置 
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３ 福祉避難所の開設、運営 

①福祉避難所での要配慮者の受入 
福祉避難所では、市は施設管理者と連携し、福祉避難所を開設し受入体制が整い次第、

要配慮者を受け入れます。 

 

②要配慮者の受付、避難者名簿の作成・管理 
福祉避難所の受付は、要配慮者とその家族などの心身状況等を把握するため、本人又は

その家族などに対して、福祉避難所利用者状況確認票の記載を依頼します。 

市担当者は施設管理者と協力し、福祉避難所に避難している避難者の名簿等を作成し、

随時更新していきます。内容を記載した名簿と併せて、新型コロナウイルス等の感染防止

の観点から、要支援者とその家族などの検温、手指消毒、マスクの着用を行い、その他気

になることがあれば、福祉避難所の職員等と情報を共有します。 

 

③レイアウト作成 
福祉避難所における避難スペースなどの使用場所は、市担当者が施設管理者と協力し、

避難者の状態や施設の被害状況等を考慮し、共同生活が円滑に進められるよう、レイアウ

トを設定していきます。必要に応じて、介助・衛生用品やパーテーション等の間仕切板等

を準備するようにします。 

なお、要支援者とその家族などは避難場所に避難しますが、心身状況に変化があった場

合等は、専門的な施設への緊急一時入所等の対応が必要となることも考えられるため、市

担当者は平常時から医療機関等との連携を図ります。 

また、利用者一人当たりの面積は、利用者の状況や部屋の形状、広さにもよりますが、

新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点を含め、十分なスペースを確保するものとし

ます。 

 

④人材（支援者）の確保 
市は、福祉避難所の運営に従事する介助スタッフや生活相談員等について、福祉関係者

等の協力を得ながら、市内事業者に要請して、人材の確保に努めます。それでも不足する

場合は、市災害対策本部に対して近隣市町や県、関係機関等に要請するよう求めます。 

また、市災害対策本部は、福祉避難所の施設運営状況に応じて、ボランティアによる援

助が必要と判断した場合、人員や活動内容について、市災害ボランティアセンターに要請

します。さらに、要配慮者の家族など、避難者の中で手伝える人が入れば、協力を依頼し

ます。 

 

⑤食料・物資の配給と管理 
市担当者は、施設管理者と連携し、食料、物資が十分に行き届かない可能性を考慮し、

在庫の状況を常に把握して、計画的に配給を行います。中でも、介護用品、衛生用品等の

特別な要望に対しては、個別に対応できるように努めます。 

不足する食料や物資がある場合は、内容及び数量を取りまとめて、市災害対策本部へ配

給を要請します。食料や物資が届いたら、指定された保管場所へ保管します。 

 

⑥トイレの設置 
市担当者は、施設管理者と連携し、施設内のトイレが使用可能かどうかを早急に調査

し、排水管の破損等により使用できないトイレは使用を禁止し、市災害対策本部に対し
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て、仮設トイレの設置を要請します。また、避難者数に比べて使用可能なトイレ数が少な

い場合についても、仮設トイレの設置を市災害対策本部に要請します。 

市担当者は、施設管理者と連携し、衛生管理（清掃、手洗い消毒液の交換など）を毎日

行い、仮設トイレのくみ取りは、状況を見て早めに実施します。 

 

⑦清掃、ごみ集積 
市担当者は、施設管理者と協力し、避難所全体で１日 1 回の清掃を心がけます。この

場合、避難者も可能な範囲で清掃に協力します。 

また、ごみの集積場所（収集が容易で、屋外の直射日光が当たらない場所）を指定し、

張り紙などにより避難者等への周知徹底を図ります。 

なお、ごみは各自で可燃・不燃ごみなどに分別し、所定の場所へ整理して置くよう指示

します。 

 

⑧防疫対策（新型コロナウイルス感染症対策） 
市担当者は、施設管理者と協力し、マスクの着用、手洗い、手指消毒、換気などを徹底

します。また、消毒液などの用品は定期的に交換し、体調を崩している人（風邪や下痢

など）の有無を把握します。感染症が発生した場合、感染者との接触を制限するなど、

感染の拡大防止に努めます。 

また、食器の衛生管理を徹底します。食器は衛生管理の観点から、できるだけ使い捨て

を使用し、使い捨ての食器が十分確保できない場合は、各自の用いる食器を特定し、十分

に洗浄します。 

さらに、飲料水の安定的な供給が可能な場合は、洗濯場や洗濯物干し場を確保し、洗濯

や入浴などを実施します。 

 

 

⑨問い合わせへの対応 
市担当者は、施設管理者と協力し、作成した避難者名簿に基づいて、安否確認等への問

い合わせに対応します。ただし、要配慮者のプライバシーと安全を守るため、受付や、対

応者を特定し、電話を直接要配慮者には取り次がず、掲示等により伝言し、要配慮者の方

からの折り返しを原則とします。（福祉避難所内の電話は受信専用とします） 

 

⑩要支援者への支援、相談など 
市担当者は、施設管理者と連携し、取材等へ対応しますが、原則として、居住空間に立

ち入る際は、避難者全員の了解を得た上で行い、避難者に対する取材、写真撮影等は、係

の者を介して避難者が同意した場合のみ行います。 
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４ 福祉避難所における要配慮者の支援 

①要配慮者の支援 
市担当者は、施設管理者と協力し、避難している要配慮者の健康状態や必要な支援など

を把握します。また、様々なニーズに十分配慮し、プライバシーの保護に努めます。 

②福祉サービスの提供 
要配慮者が災害発生前に受けていた福祉サービスや医療を、災害後も継続的に受けるこ

とができるよう対応を図ることが重要であるため、市担当者は、施設管理者と協力し、福

祉サービス事業者等と連携を図り、避難している要配慮者に対して必要な福祉サービスを

提供します。 

なお、福祉避難所におけるホームヘルパーの派遣等の在宅福祉サービスの提供は、福祉

各法に基づき実施を想定します。 

 

③相談窓口の設置 
市担当者は、施設管理者と協力し、避難している要配慮者とその家族などに対応する相

談窓口を設置し、生活相談員等による総合的な福祉、健康相談、生活相談等を行います。 

 

④緊急入所等の実施 
市担当者は、施設管理者と協力し、福祉避難所での避難生活が困難な要配慮者について

は、緊急入所、緊急ショートステイ等により適切に対応します。 

また、要配慮者の症状の急変等により医療処置や治療が必要になった場合は、医療機関

に移送します。 

 

５ 市災害対策本部への報告 

①福祉避難所被害状況の報告 
福祉避難所で把握している人的被害、建物被害などがあれば、把握した情報をとりまと

め、報告します。なお、この報告は、概ね２時間毎に行うものとします。 

 

②福祉避難所避難者名簿の報告 
避難者名簿に通し番号を付して取りまとめ、福祉避難所避難者名簿を作成し、市災害対

策本部からの要請があれば報告します。 

 

③福祉避難所運営報告書の報告 
福祉避難所避難者名簿により避難者数を把握、概ね 1 時間ごとに福祉避難所運営日誌

を作成し、報告します。(変更がない場合も報告しますが、夜 11 時から翌朝 9 時までの

間は、人数等変動時のみ報告します。) 
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６ 福祉避難所の統廃合と閉鎖 

統廃合と閉鎖 
福祉避難所の設置期間は、対象者の特性からできる限り短くすることが望ましいことか

ら、福祉仮設住宅等への入居を図るほか、関係部局と連携を図り、高齢者世話付き住宅

（シルバーハウジング）への入居又は社会福祉施設等への入所等を積極的に活用し、早期

退所が図られるように努めます。 

市災害対策本部は、福祉避難所の利用が長期化し、福祉避難所によって避難者数にばら

つきが出るなどした場合は、福祉避難所の統廃合を図ります。また、避難している要配慮

者及びその家族などに十分に説明し、福祉避難所の統廃合についての理解と協力を求めま

す。 

市は、避難している要配慮者が撤収し、福祉避難所としての目的を達成したときは、必

要な原状回復を行い、福祉避難所を閉鎖します。 
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様 式 集 
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福祉避難所運営職員派遣状況集約表 
福祉避難所名【                    】 

報告日時 氏  名 所  属 出勤時刻 車  番 
特記事項 

主な被害状況 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          

      

 

  月  日 

  時  分 

    ：          
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福 祉 避 難 所 利 用 者 状 況 確 認 票 
福祉避難所名【           】記入日【    年  月  日】 記入者【          】 

 

【確認事項】 

 

 

フリガナ  

生年月日 S．H．R   年  月   日   歳 
本人氏名  

本人住所  連絡先     （   ）       

緊急連絡先 

氏名            続柄 

 

住所 

連絡先    （   ）  

同居家族 なし ・ あり【                              】 

【その家族などの状況】 

フリガナ  

本人との続柄  
氏名  

住所  連絡先    （   ）  

【要支援者の状況】   

障害程度 
身体障害手帳       級  障害種別【                      】 

療育手帳         級  精神障害者保健福祉手帳      級 

要介護度 要支援【     】  ・要介護【       】 

福祉関係の相

談先(ｹｱﾏﾈ等) 

なし 

あり⇒事業所名【                     】 担当者名【       】 

日頃利用中の

サービス等 

なし  

あり⇒施設名【                 】内容【               】 

医療的ケアの

状況 

なし 

あり⇒内容【                                     】 

通院先【                      】 主治医名【       】 

【要支援者の日常生活動作の状況】 

食事 自立・一部介助【        】・全介助 
内

服

薬 

なし・あり【薬名：         】 

手持ちの薬：なし・あり 

自立・一部介助【      】・全介助 

入浴 自立・一部介助【        】・全介助 

排せつ 自立・一部介助【        】・全介助 

歩行 
自立・何かにつかまればできる・一部介助【                   】・全介助 

補助用具の使用（なし・あり（杖・歩行器・車椅子・その他【              】） 

意思疎通 問題なし・弱視・全盲・難聴・全ろう・意思疎通が困難・その他【             】 

特記事項 
 

 

情報公開 
安否確認など、外部からの問い合わせに対して、 

住所、氏名、性別を公開してもいいですか？ 
よい ・ よくない 

聞き取り 

相手 
その家族など・本人・家族・その他【氏名           続柄     】 

※以下は福祉避難所職員が記入 

退所年月日／在宅被災者の支援終了日 転出先と連絡先 
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 福 祉 避 難 所 避 難 者 名 簿 
 

福祉避難所名【              】 

記入日時【  年  月  日   時  分】記入者【            】 連絡先【                】 

 要支援者氏名 年齢 家族など氏名 
要支援者 

との続柄 
要支援者の心身状況等 入所日 退所日 

1        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

2        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

3        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

4        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

5        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

6        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

7        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

8        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

9        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

10        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

11        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

12        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 

13        月  日  時ごろ   月  日  時ごろ 
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福 祉 避 難 所 運 営 日 誌 
 

本 部 事 務 局 宛  

F A X 5 6 4- 4 19 1  

電 話 5 5 9- 5 02 7  

 

福祉避難所名【              】 

記入日時【  年  月  日   時  分】記入者【            】 連

絡先【                 】 

 

 

避難者数 要支援者    人 ・ その家族など    人 ・ 合計    世帯 

施設の 

被害状況 

電話 ＦＡＸ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 水道 排水 電気 ガス トイレ 

        

食事の 

提供状況 

普通食 朝食：   人 昼食：   人 夕食：   人 

やわらか食 朝食：   人 昼食：   人 夕食：   人 

その他 朝食：   人 昼食：   人 夕食：   人 

※報告事項（具体的に記述してください） 
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資 料 
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寝たきりの人への配慮 

 

 

認知症を有する人への配慮 

特徴 支援のポイント 

○自力で判断し、行動することが難しい。  

○相手に自分の状況を知らせることが難し

い。  

●身体に触れたりすることで、余計に混乱し

たり、大声をあげたり、予期しない行動をと

ってしまう場合がありますが、叱ったりせず

ゆっくり丁寧に話しかけましょう。 

●同時に二つ以上のことを伝えないようにし

ましょう。  

●適切な情報を伝えて、恐怖感を与えないよ

う、優しい言葉をかけ、不安をやわらげてあ

げましょう。  

●必ず誰かが付き添い、一人にはしないよう

にしましょう。  

視覚障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○視覚による被害状況等の情報収集が難し

い。  

○災害時には、いつもどおりの行動ができな

くなり、自分ひとりでは動くこと、避難する

ことができない。  

○避難所等慣れない場所で行動することが難

しい。  

●適切な情報を伝えて（音声による情報伝

達）、不安をやわらげてあげましょう。 

●避難誘導をする際は、支援者の肩やひじを持

ってもらい、ゆっくり、自分が先に立って誘導

しましょう。段差や行き先、障害物の有無につ

いて、声をかけながら安全に誘導しましょう。  

 

 

 

 

 

特徴 支援のポイント 

○自分の身体の安全を守ることが難しい。  

○担架や車いすなどの移動用具と複数の支援

者が必要になる。 

○自分の状況を相手に知らせることが難し

い。  

○温度変化等への抵抗力が弱い。  

●適切な情報を伝えて、不安をやわらげてあ

げましょう。  

●一人で助けられない場合は、無理をせず、

周囲の人に声をかけ協力して避難誘導にあた

りましよう。  

●トイレ・入浴設備など物的配慮をしましょ

う。  

●家族に対する支援もするようにしましょ

う。 



22 

 

 

聴覚障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○外見からは障害のあることが分からない。  

○言葉で相手に自分の状況を知らせることが

難しい。  

○音声（テレビ・ラジオ・電話など）による

被害状況などの情報収集が難しい。  

○必ずしも手話ができるわけではない。  

 ●災害時には、いち早く適切な情報を伝え

て、不安をやわらげてあげましょう。また筆

談をするために、メモやペンなど筆記用具を

用意しておきましょう。  

●避難所では情報から取り残されないよう、

掲示板などを利用し、情報を伝えましょう。 

音声・言語機能に障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○言葉で相手に自分の状況を知らせることが

難しい。 

○外見からは障害のあることが分からない。  

 

●災害時には、いち早く適切な情報を伝え

て、不安をやわらげてあげましょう。また筆

談をするために、メモやペンなど筆記用具を

用意しておきましょう。  

 

肢体不自由のある方・平衡機能障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○自力で災害に対応する行動が制限され、自

分の身体の身を守ることが難しい。  

○自立歩行が困難な方や寝たきりの方など、

状況によっては、担架や車いすなどの移動用

具と複数の支援者が必要になる。  

○まひ等で言葉が不自由な人は、言葉で相手

に自分の状況を知らせることが難しい。  

 ●災害時には、いち早く適切な情報を伝え

て、不安をやわらげてあげましょう。また言

葉が不自由な方には、筆談をするために、メ

モやペンなど筆記用具を用意しておきましょ

う。 

●一人で助けられない場合は、無理をせず、

周囲の人に声をかけ協力して、避難誘導にあ

たりましょう。  

●トイレ等の設備の確認をしておきましょ

う。 

内臓部（心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸機能）に障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○障害の程度や種類によって、必要な支援が

大きく異なる。  

○外見だけでは、障害があるかどうか分かり

にくく、自力歩行や素早い避難行動が困難な

場合がある。  

○適切な医療機材（人工呼吸器など）、医薬

品がなければ、命に関わる場合がある。  

○災害の状況によって、状態が悪化すること

がある。 

●災害時には、いち早く適切な情報を伝え

て、不安をやわらげてあげましょう。  

●一人で助けられない場合は、無理をせず、

周囲の人に声をかけ協力して、避難誘導にあ

たりましょう。  

●人工透析など医療的援助が必要か確認しま

しょう。 
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知的発達に障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○災害の発生による環境等の変化によって、精

神的動揺が激しくなる場合がある。  

○一人では危険の察知や状況判断が困難で、逃

げ遅れる場合がある。  

○急激な環境の変化に順応しにくい。  

●身体に触れたりすることで、余計に混乱した

り、大声をあげたり、予期しない行動をとって

しまう場合がありますが、叱ったりせずゆっく

り丁寧に話しかけましょう。  

●災害時には、いち早く適切な情報を伝えて、

恐怖感を与えないよう、優しい言葉をかけ、不

安をやわらげてあげましょう。  

●言葉が伝わりにくい場合には、ジェスチャー

や簡単な絵で理解してもらえるよう工夫しまし

ょう。  

●必ず誰かが付き添い、一人にはしないように

しましょう。  

発達障害・精神障害のある人への配慮 

特徴  支援のポイント  

○多くは自分で危険を判断し、行動すること

ができる。  

○普段から服用している薬を携帯する必要が

ある。  

○災害発生による環境の変化の影響を受けや

すく、精神的な動揺が見られることが多い。  

●行動上の特徴や服用している薬の名前や量

を事前に確認しておきましょう。  

●災害時には、いち早く適切な情報を伝え

て、恐怖感を与えないよう、優しい言葉をか

け、不安をやわらげてあげましょう。  

●避難誘導をする際は、具体的な見通しを伝

えながら、安全に誘導しましょう。  

●文字や絵など、目で見て分かる情報で伝

え、理解してもらえるよう工夫しましょう。 

 


